
 

 

エフォート管理に関する要項 

（令和５年１２月２３日学長決裁） 

 

（趣旨） 

第１条 この要項は，エフォート管理の運用統一について（令和２年３月３１日資金配分機関及び所管

関係府省申し合わせ。以下「エフォート管理申し合わせ」という。）に基づき，島根大学（以下「本学」

という。）における，外部研究費の各制度のエフォートの申告，状況確認，報告（以下「エフォート

の申告等」という。）に係る手続等について必要な事項を定める。 

（対象制度） 

第２条 この要項の対象となる外部研究費は，国立研究開発法人日本医療研究開発機構，国立研究開発

法人科学技術振興機構，独立行政法人日本学術振興会，国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研

究機構生物系特定産業技術研究支援センター，国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機

構の５法人，その他エフォート管理申し合わせに沿ってエフォート管理を求める機関（以下「資金配

分機関」という。）が所管する外部研究費とする。 

（エフォート） 

第３条 エフォートとは，研究者の全仕事時間１００％に対する当該プロジェクトの実施に必要とする

時間の配分割合（％）をいい，当該プロジェクトの年間従事時間を年間の全仕事時間（裁量労働制が

適用される場合は，みなし労働時間の合計）で除して算出する。 

２ エフォートは，５％から１００％までの５％刻みの２０段階で設定する。 

（対象者） 

第４条 エフォートの申告等の対象者は，原則として，第２条に定める外部研究費の直接経費から人件

費を支出するすべての研究者とする。ただし，資金配分機関がエフォートの申告等を求める者を別に

定める場合には，当該定めによる。 

（証拠書類） 

第５条 エフォートの申告等に伴い必要となる書類及び提出の時期は，次の各号に定めるところによ

る。 

一 エフォート証明書（別紙様式第１号） 資金配分機関の指示に従う 

二 エフォート申告書（別紙様式第２号） 雇用開始時 

三 従事状況報告書（別紙様式第３号） 半年に一回（半年を経過せずプロジェクトが終了した場合

は終了時） 

四 エフォート報告書（別紙様式第４号） 雇用期間中の毎年度終了時(年度途中で雇用期間が終了す 

る場合は終了時) 

２ エフォート申告書，従事状況報告書及びエフォート報告書は，エフォートの申告等の対象者の人件費

を支出するプロジェクトの研究代表者又は研究分担者（以下「研究代表者等」という。）が作成し，研

究代表者等が所属する部局の長の確認を経て学長に提出する。 

３ エフォートの申告等の対象者は，プロジェクトへの従事状況について従事状況報告書に記載し，

研究代表者等に提出する。 

４ 研究代表者等は，前項により提出された従事状況報告書を確認し，記名の上，所属する部局の長を

経由して学長に提出する。 

５ 学長は，資金配分機関又は研究代表者が所属する機関から前項により提出された従事状況報告書

の写しの提出を求められた場合は，これを提出する。 

 （事務） 

第６条 この要項に関する事務は，研究・地方創生部研究推進課において処理する。 

（雑則） 

第７条 この要項に定めるもののほか，資金配分機関が定める公募要領等により別に定めがあるもの

は，当該定めによる。 

 

附 則 

この要項は，令和５年１２月２３日から実施する。 



 

 

別紙様式第１号（第５条関係） 

（本学→資金配分機関へ申告用） 

 

エフォート証明書 

 

○○機関 

○○機関長 殿 

 

契約番号  

事 業 名  

事業期間  

 

研究者氏名 

 

雇 用 契 約 

 の形態 

当該事業 

エフォート 

（％） 

当該事業以外

エフォート 

（％） 

従事期間 備  考 

      

      

      

 

     年  月  日 

 

上記の者が，上記エフォートにて従事させることについて申告します。 

また，本人に当該事業従事率にて従事することとなる旨，書面により通知します。 

 

住 所 島根県松江市西川津町1060 

名 称 島根大学 

申告者 （役職） ○○ ○○ 
 

 

 

 

 

 

 

※提出先，提出者については，資金配分機関の定めによる。 



 

 

別紙様式第２号（第５条関係） 

（研究代表者等→本学へ申告用） 

 

 

 

エフォート申告書 

 

島根大学長 殿 

 

契約番号  

事 業 名  

事業期間  

業務従事者 
所属  職名  

氏名  雇用形態  

 

上記の業務従事者は，複数の業務に従事するものであり，その従事状況は以下のとおりで

あることを申告します。また，業務従事者本人に対し，下記エフォートにより従事すること

を通知します。 

 

事 業 名 
エフォート 

（％） 
従事期間 備 考 

    

    

    

※上記エフォートは，雇用契約に定める全従事時間に占める各業務の割合を記載 

 

 

 

     年  月  日 

 

  

 

 

研究代表者（又は研究分担者） 所属：  

役職：  

 氏名：  



 

 

別紙様式第３号（第５条関係） 

                 （エフォート管理される者(PI等の承認)→本学へ報告用

※必要に応じ資金配分機関へ写しを提出） 

 

 

従事状況報告書 

（○～○月分） 

 

 

 

島根大学長 殿 

（写）資金配分機関 殿 

契約番号  

事 業 名  

事業期間  

業務従事者 
所属  職名  

氏名  雇用形態  

 

上記の者の従事状況は以下のとおりであったことを報告します。 

 

従事内容等（各業務の従事内容・進捗状況について記載する） 

上記の者の従事状況は以上のとおりであったことを報告します。 

     年  月  日 

 

  

 

 

研究代表者（又は研究分担者） 所属：  

役職：  

 氏名： 



 

 

別紙様式第４号（第５条関係）  

（研究代表者等→本学へ報告用） 

 

 

 

エフォート報告書 

 

島根大学長 殿 

 

契約番号  

事 業 名  

事業期間  

業務従事者 
所属  職名  

氏名  雇用形態  

 

上記の従事状況は以下のとおりであったことを報告します。 

 

事業名 
エフォート 

（％） 
従事期間 備 考 

    

    

    

※上記エフォートは，雇用契約に定める全従事時間に占める各業務の割合を記載 

 

 

 

     年  月  日 

 

  

 

 

研究代表者（又は研究分担者） 所属：  

役職：  

 氏名：  


